
コロナ禍におきまして闘病中の皆さまに心よりお見舞申し上げますとともに医療従事者の皆さまに感謝申し上げます   
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皆さまのお力に支えられ「目で聴くテレビ」放送 25年 

 

 

 

 

 

災害時の避難支援等を実効性のあるものとするため 

には個別避難計画の作成が有効とされたことから、 

令和３年に災害対策基本法が改正され、 避難行動要 

支援者に個別避難計画を作成することが市町村の努 

力義務とされました。      

（個別避難計画について） 

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/ 

attachment/297488.pdf 

障害者放送通信機構は個別避難計画作成を推進する 

ために、まずは、手話言語条例が制定された自治体に 

向けて、「目で聴くテレビ」の緊急災害時の活動と「アイ・ 

ドラゴン４」の活用についての資料を郵送しました。 

東日本大震災で被災した福島県では、本宮市に４台の 

「アイ・ドラゴン４」が設置されており、資料をごらんに 

なった福島県二本松市役所から早速お問合せをいた 

だきました。 

ご当地の役所障害福祉課へ「アイ・ドラゴン４」を設置 

するように要望してください。 

Ｊアラート＝防災ラジオ＝「アイ・ドラゴン４」＝テレビの自動起動実験を実施 

 

 

11 月 16 日(水)午前 11 時から「全国瞬時警報 

システム(Jアラート)の全国一斉情報伝達試験が実 

施されましたが、岩手県では、岩手県聴覚障害者協 

会・岩手県視聴覚障がい者情報センター・岩手大学・ 

（株）アステムの４者が協働して、Jアラートの信号を 

受信する盛岡市防災ラジオと「アイ・ドラゴン４」、岩 

手大学開発のテレビコントローラーを連携させて、 

Jアラートの信号を受信後、テレビが自動起動し N 

HK にチャンネルが切り替わるかどうかを試す実 

験をおこないました。 

実験当日はウェビナー形式で役所の障害福祉課の 

方にもご見学いただきました。 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

福祉避難所や公共施設に 

「アイ・ドラゴン４」を設置してください 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

Ｊアラート＝防災ラジオ＝「アイ・ドラゴン４」＝テレビの自動起動実験を実施 

 

 

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/297488.pdf

